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(57)【要約】
【課題】香料が良好な薫香を達成することを補助する。
【解決手段】本出願は薫香方法を開示し、該薫香方法は
、電子チャコールを提供するステップ、電子チャコール
の周囲及び上方に香灰を置くステップ、香灰の上に香料
を置くステップ、及び、電子チャコールを通電させ、該
電子チャコールを通電した後に高温熱源を形成して、香
灰の上の香料が熱を受けて揮発し、電子チャコールと香
灰を組み合わせる火と間隔を置いた薫香を実現するステ
ップを含む。本出願は関連する薫香炉及び電子チャコー
ルをさらに開示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子チャコールを提供するステップ、
　前記電子チャコールの周囲及び上方に香灰を置くステップ、
　前記香灰の上に香料を置くステップ、及び
　前記電子チャコールを通電させ、前記電子チャコールを通電した後に高温熱源を形成し
、前記香料が熱を受けて揮発して、前記電子チャコールと前記香灰を組み合わせる火と間
隔を置いた薫香を実現するステップを含む薫香方法。
【請求項２】
　前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃で変化する請求項１に記載の薫香方法。
【請求項３】
　前記電子チャコールの温度が予め設定された温度制御方案に応じて変化されるように制
御するステップを更に含む請求項１に記載の薫香方法。
【請求項４】
　前記電子チャコールの温度が予め設定された温度制御方案に応じて変化されるように制
御するステップを更に含む請求項２に記載の薫香方法。
【請求項５】
　前記温度制御方案は異なるアプリケーションシーンに応じて設定され、当該アプリケー
ションシーンは、睡眠シーン、ホスピタリティーシーン、読書シーン及び特別なニーズシ
ーンを含む請求項３に記載の薫香方法。
【請求項６】
　前記温度制御方案は異なるアプリケーションシーンに応じて設定され、前記アプリケー
ションシーンは、睡眠シーン、ホスピタリティーシーン、読書シーン及び特別なニーズシ
ーンを含む請求項４に記載の薫香方法。
【請求項７】
　前記香料は異なるアプリケーションシーンに応じて選択されたものである請求項５に記
載の薫香方法。
【請求項８】
　前記香灰の積み重ね形状は、円柱形、円錐台状、角柱形又は角錐台状を含む請求項１～
７のいずれか一項に記載の薫香方法。
【請求項９】
　前記香料はパイ状又は塊状である請求項１～７のいずれか一項に記載の薫香方法。
【請求項１０】
　薫香炉であって、ハウジング、電子チャコール及び給電装置を備え、前記電子チャコー
ル及び前記給電装置はいずれも前記ハウジング内にあり、
　前記給電装置は前記電子チャコールに電源を提供し、
　前記電子チャコールは通電された後に高温熱源を形成して、前記電子チャコールの周囲
及び上方に予め置かれた香灰を加熱して、前記香灰における香料に熱を受けて揮発させ、
前記電子チャコールと前記香灰を組み合わせる火と間隔を置いた薫香を実現する薫香炉。
【請求項１１】
　前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃で変化する請求項１０に記載の薫香炉。
【請求項１２】
　前記電子チャコールの形状は、円柱形、円錐形、円管形、角柱形、角錐形又は角管形を
含む請求項１０に記載の薫香炉。
【請求項１３】
　前記薫香炉は棚を更に備え、
　前記棚は前記ハウジングの内部空間を、前記棚の上方にある上部空間と前記棚の下方に
ある下部空間に分け、
　前記電子チャコールは前記上部空間内にあり、
　前記給電装置は前記下部空間内にある請求項１０に記載の薫香炉。
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【請求項１４】
　前記棚と前記ハウジングとは一体化部材であり、
　或いは、前記棚と前記ハウジングとはそれぞれ独立した部材である請求項１３に記載の
薫香炉。
【請求項１５】
　前記棚と前記ハウジングとは耐高温絶縁材料である請求項１３に記載の薫香炉。
【請求項１６】
　前記棚に前記電子チャコールと前記給電装置との電気的接続を実現するための貫通孔が
設置される請求項１３に記載の薫香炉。
【請求項１７】
　前記ハウジングはシャーシを含み、前記給電装置は前記シャーシの上方にある請求項１
０～１６のいずれか一項に記載の薫香炉。
【請求項１８】
　前記シャーシにそれぞれ操作スイッチ及び前記給電装置と外部とのインターフェイスを
設置するための１つ又は複数の開孔が設置され、前記操作スイッチ及び前記インターフェ
イスはいずれも前記給電装置に接続される請求項１７に記載の薫香炉。
【請求項１９】
　前記操作スイッチは電源スイッチ及びモードスイッチを含み、
　前記インターフェイスは、充電インターフェイス及び主電源線の引き出し口を含む請求
項１８に記載の薫香炉。
【請求項２０】
　前記モードスイッチは充電モードスイッチ、動作モードスイッチ及び動作シーン選択ス
イッチを含む請求項１９に記載の薫香炉。
【請求項２１】
　薫香に用いられる電子チャコールであって、
　電熱線、及び
　前記電熱線を囲んで、前記電熱線を通電した後に前記電子チャコールを高温熱源に形成
させる耐高温及び熱伝導の絶縁材料を含む薫香に用いられる電子チャコール。
【請求項２２】
　前記電熱線を囲む耐高温及び熱伝導の絶縁材料は第１材料であり、前記電子チャコール
は第２材料を更に含み、前記第２材料が前記電熱線の周囲に充填され、前記第２材料は耐
高温材料及び熱伝導材料である請求項２１に記載の電子チャコール。
【請求項２３】
　前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃で変化する請求項２１に記載の電子チャコー
ル。
【請求項２４】
　前記第１材料及び前記第２材料はいずれも高温セラミックスである請求項２２に記載の
電子チャコール。
【請求項２５】
　前記電熱線は外部給電装置に接続されるターミナルを有する請求項２１に記載の電子チ
ャコール。
【請求項２６】
　前記電熱線はニッケルクロム合金又は鉄クロムアルミニウム合金である請求項２１～２
５のいずれか一項に記載の電子チャコール。
【請求項２７】
　請求項２１～２６のいずれか一項に記載の電子チャコールの用途であって、前記電子チ
ャコールを通電した後に前記高温熱源を形成して、前記電子チャコールの周囲及び上方に
予め置かれた香灰を加熱し、前記香灰の上の香料が熱を受けて揮発し、前記電子チャコー
ルと前記香灰を組み合わせる火と間隔を置いた薫香を実現する電子チャコールの用途。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本出願は薫香技術に関し、特に薫香方法、薫香炉及び電子チャコールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　社会の発展及び科学技術の持続的な進歩に伴って、薫香文化は世界中に伝播され、中華
の香文化を大いに発揚する。従来の生活では、薫香が非常に広く応用され、人間のホーム
ヘルス、情操を陶冶する良い選択である。伝統的な薫香方法は香料を焚いて、且つ香料が
完全に燃焼することを待つ必要があり、操作が不便で、且つ環境を汚染して、セキュリテ
ィリスクが存在する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　以下では本発明の実施例の概要である。本概要は本出願の請求項の範囲を制限するため
のものではない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の一実施例において、
　（１）薫香方法であって、
　電子チャコールを提供するステップ、
　前記電子チャコールの周囲及び上方に香灰を置くステップ、
　前記香灰の上に香料を置くステップ、及び
　前記電子チャコールを通電させ、前記電子チャコールを通電した後に高温熱源を形成し
、前記香料が熱を受けて揮発し、電子チャコールと香灰を組み合わせる火と間隔を置いた
薫香を実現するステップ、を含む。
【０００５】
　本発明のその他の多種の実施形態において、
　（２）（１）に記載の薫香方法であって、前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃で
変化する。
【０００６】
　（３）（１）に記載の薫香方法であって、前記方法は、前記電子チャコールの温度を予
め設定された温度制御方案に応じて変化するように制御するステップを更に含む。
【０００７】
　（４）（２）に記載の薫香方法であって、前記方法は、前記電子チャコールの温度を予
め設定された温度制御方案に応じて変化するように制御するステップを更に含む。
【０００８】
　（５）（３）に記載の薫香方法であって、前記温度制御方案は異なるアプリケーション
シーンに応じて設定され、前記アプリケーションシーンは、睡眠シーン、ホスピタリティ
ーシーン、読書シーン及び特別なニーズシーンを含む。
【０００９】
　（６）（４）に記載の薫香方法であって、前記温度制御方案は異なるアプリケーション
シーンに応じて設定され、前記アプリケーションシーンは、睡眠シーン、ホスピタリティ
ーシーン、読書シーン及び特別なニーズシーンを含む。
【００１０】
　（７）（５）に記載の薫香方法であって、前記香料は異なるアプリケーションシーンに
応じて選択されたものである。
【００１１】
　（８）（１）～（７）に記載の薫香方法であって、前記香灰の積み重ね形状は、円柱形
、円錐台状、角柱形又は角錐台状を含む。
【００１２】
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　（９）（１）～（７）に記載の薫香方法であって、前記香料はパイ状又は塊状である。
【００１３】
　本発明の他の実施例において、
　（１０）薫香炉であって、ハウジング、いずれもハウジング内にある電子チャコール及
び給電装置を備え、
　前記給電装置は前記電子チャコールに電源を提供し、前記電子チャコールを通電した後
に高温熱源を形成して、電子チャコールの周囲及び上方に予め置かれた香灰を加熱し、前
記香灰の上の香料が熱を受けて揮発し、電子チャコールと香灰を組み合わせる火と間隔を
置いた薫香を実現する。
【００１４】
　本発明のその他の多種の実施形態において、
　（１１）（１０）に記載の薫香炉であって、前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃
で変化する。
【００１５】
　（１２）（１０）に記載の薫香炉であって、前記電子チャコールの形状は、円柱形、円
錐形、円管形、角柱形、角錐形又は角管形を含む。
【００１６】
　（１３）（１０）に記載の薫香炉であって、前記薫香炉は棚を更に備え、
　前記棚は前記ハウジングの内部空間を、前記棚の上方にある上部空間と前記棚の下方に
ある下部空間に分け、
　前記電子チャコールは前記上部空間内にあり、
　前記給電装置は前記下部空間内にある。
【００１７】
　（１４）（１３）に記載の薫香炉であって、
　前記棚と前記ハウジングとは一体化部材であり、
　或いは、前記棚と前記ハウジングとはそれぞれ独立した部材である。
【００１８】
　（１５）（１３）に記載の薫香炉であって、前記棚と前記ハウジングとは耐高温絶縁材
料である。
【００１９】
　（１６）（１３）に記載の薫香炉であって、
　前記棚に前記電子チャコールと前記給電装置との電気的接続を実現するための貫通孔が
設置される。
【００２０】
　（１７）（１０）～（１６）に記載の薫香炉であって、前記ハウジングはシャーシを含
み、前記給電装置は前記シャーシの上方にある。
【００２１】
　（１８）（１７）に記載の薫香炉であって、前記シャーシにそれぞれ操作スイッチ及び
前記給電装置と外部とのインターフェイスを設置するための１つ又は複数の開孔が設置さ
れ、前記操作スイッチ及び前記インターフェイスはいずれも前記給電装置に接続される。
【００２２】
　（１９）（１８）に記載の薫香炉であって、
　前記操作スイッチは電源スイッチ及びモードスイッチを含み、
　前記インターフェイスは、充電インターフェイス及び主電源線の引き出し口を含む。
【００２３】
　（２０）（１９）に記載の薫香炉であって、
　前記モードスイッチは、充電モードスイッチ、動作モードスイッチ及び動作シーン選択
スイッチを含む。
【００２４】
　本発明の他の実施例において、
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　（２１）薫香に用いられる電子チャコールであって、
　電熱線、及び
　前記電熱線を囲んで、前記電熱線を通電した後に前記電子チャコールを高温熱源に形成
させる耐高温及び熱伝導の絶縁材料を備える。
【００２５】
　本発明のその他の多種の実施形態において、
　（２２）（２１）に記載の電子チャコールであって、前記電熱線を囲む耐高温及び熱伝
導の絶縁材料は第１材料であり、前記電子チャコールは第２材料を更に含み、前記第２材
料が前記電熱線の周囲に充填され、前記第２材料は耐高温材料及び熱伝導材料である。
【００２６】
　（２３）（２１）に記載の電子チャコールであって、前記高温熱源の温度は３５０℃～
７１０℃で変化する。
【００２７】
　（２４）（２２）に記載の電子チャコールであって、前記第１材料及び前記第２材料は
いずれも高温セラミックスである。
【００２８】
　（２５）（２１）に記載の電子チャコールであって、前記電熱線は外部給電装置に接続
されるターミナルを有する。
【００２９】
　（２６）（２１）～（２５）に記載の電子チャコールであって、前記電熱線はニッケル
クロム合金又は鉄クロムアルミニウム合金である。
【００３０】
　（２７）（２１）～（２６）に記載の電子チャコールの用途であって、前記電子チャコ
ールを通電した後に高温熱源を形成して、電子チャコールの周囲及び上方に予め置かれた
香灰を加熱し、前記香灰の上の香料が熱を受けて揮発し、電子チャコールと香灰を組み合
わせる火と間隔を置いた薫香を実現する。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明の実施例方案は電子チャコールによって高温熱源を形成して、電子チャコールに
積み重ねられた香灰を加熱し、香料が熱を受けて揮発し、電子チャコールと香灰を組み合
わせる火と間隔を置いた薫香を実現し、それにより、香料が良好な薫香を達成することを
補助する。本発明の実施例方案はこれまでない電子チャコールと香灰を組み合わせ、本発
明の実施例は全新の火と間隔を置いた薫香方式を創造する。
【００３２】
　図面及び詳細的な説明を読んで了解した後に、その他の方面を分かることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
　本発明の実施例は例の図面で説明し、これによって制限されることがなく、付いた図面
及び類似する符号で類似するアセンブリを代表する。
【図１】図１は本発明の実施例による薫香方法の流れ図である。
【図２】図２は本発明の実施例による香灰の積み重ね形状の模式図である。
【図３】図３は本発明の実施例による薫香炉の構造模式図である。
【図４】図４は本発明の実施例によるハウジングの形状の模式図である。
【図５】図５は本発明の実施例による電子チャコールの形状の模式図である。
【図６】図６は本発明の実施例による電子チャコールの構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を詳細的に説明し、本発明の実施例の保護範囲を
制限することができない。
【００３５】
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　本出願において記載の「電子チャコール」は、「電子炭素」とも呼ばれ、電気加熱素子
であり、通電する際に高温熱源を提供する。
【００３６】
　本出願において記載の「香灰」は、植物灰であってもよく、即ち植物を燃やした後の灰
である。自家製又は購買する植物灰であってもよい。
【００３７】
　本出願において記載の香料は薫香に使用できる香料であってもよい。
【００３８】
　嗅覚と視覚の審美的な楽しみを重要な目的とする香文化は、中国で発展して且つ２千年
余りを活躍する。特に、事に必ず理を求め、物に精を求める宋代学者の実践及び体験を経
て、薫香文化をピーク時刻に発揮する。中国の薫香文化を続けるために、本発明の実施例
は現代技術を結合して電子チャコールと香灰を組み合わせる薫香方法を提案し、薫香文化
を続いて大いに発揚する。本発明の実施例において電子チャコールと香灰を組み合わせる
薫香方法を使用して、電子チャコールを香灰に埋め、香料を香灰の上に置き、電子チャコ
ールによって薫香する。炭を埋めて薫香する方式に対して、従来の炭を使用すると、焚く
ことによって高温熱源を提供する必要があり、炭の燃焼消耗に伴って炭と灰との間の最初
の埋め、押圧効果を変化し、それにより、薫香効果に影響を与え、このため、炭と灰の埋
め、押圧等の技術の把握は薫香の最終的に成功の鍵である。つまり、このような技術は繊
細で微妙であり、手法の優劣は一炉の香りの嗅覚品質に対して決定的な影響を有し、それ
により現実では一炉の良い香りの現れを完成することができるのは少数の人々ができる。
本出願の発明者は、本発明の実施例において電子チャコールと香灰を組み合わせ、該電子
チャコールは電気加熱素子であり、電子チャコールそのものは使用時間の増加に伴って減
少することがなく、香灰の積み重ね形状及び緩み程度に影響を及ぼしなく、且つ香灰の一
回の積み重ねを完成した後に、長期間に使用することができることを発見する。これは、
炭と灰の埋め、押圧技術を簡単になり、且つ一炉の良い香りに特殊技能を必要としなく、
ほとんどの人はいずれも本発明の実施例方案によって、一炉の良い香りを聞くことができ
る。
【００３９】
　本発明の一実施例は薫香方法を提供して、図１に示すように、該方法はＳ１０１－Ｓ１
０４を含む。
【００４０】
　Ｓ１０１、電子チャコールを提供する。
　本発明の実施例において、直火加熱、又は香料を直接に焚くことを避けるために、電子
チャコールを提供し、該電子チャコールは電気加熱素子であり、給電装置により給電され
、通電した後に高温熱源を形成する。
【００４１】
　Ｓ１０２、前記電子チャコールの周囲及び上方に香灰を置く。
　本発明の１つ又は複数の実施例において、電子チャコールと香灰を組み合わせる薫香方
法は、予め準備した香灰を薫香炉の電子チャコールに積み重ねることが必要である。香灰
を積み重ねた後に、電子チャコールが香灰に埋められる。
【００４２】
　選択的に、香灰の積み重ね形状は、円柱形、円錐台状、角柱形又は角錐台状を含む。
【００４３】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、電子チャコールは香灰に埋められ、香灰によ
って電子チャコールを通電した後に生成した熱気流を集めて、且つ電子チャコールが発生
した熱を伝導する。香灰を積み重ねる密度又は緩み程度は、熱気流及び熱の伝送に影響を
与える。理解しやすいのは、熱気流と熱伝送の差別は香りの差別をもたらし、例えば、強
い又は淡い香りである。このため、使用者は香りの需要に応じて、香灰の積み重ねを緩む
又はきつくすることができる。また、使用者は例えば個人の好み又は香灰の上方に置きよ
うとする香料の形状に応じて、香灰を異なる形状に積み重ねることができる。選択的に、
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例えば、図２に示すように、該香灰は円柱形、円錐台状、円錐形、角柱形、角錐台状、角
錐形、半球形、上記の各種の形状の組み合わせ形状或いはその他の適切な形状又は不規則
な形状等の任意の実施できる形状に積み重ねることができる。使用者は一回の積み重ねを
完成した後に、現在の香灰形状を保持することができ、後続の毎回の薫香過程において該
積み重ねられた香灰を採用する。無論、使用者は毎回の薫香の前に香灰の積み重ねを改め
て行い、即ち再形成し、ここで、詳細的な積み重ね過程を制限しない。香灰を異なる形状
に積み重ねるのは、薫香活動の面白さを増加する。
【００４４】
　また、使用者は薫香する前又は薫香する過程において、個人の需要に応じて電子チャコ
ールの先端と香料との間の香灰の厚さを変更し、それにより香料に到達する熱気流の温度
を調整する。該厚さが増加すると、香料に到達する熱気流の温度が降下し、該厚さが減少
すると、香料に到達する熱気流の温度が上昇する。使用者は電子チャコールの先端と香料
との間の香灰の厚さを変更してみること自体は、薫香に対する異なる感じの面白さをもた
らす。
【００４５】
　Ｓ１０３、香灰の上に香料を置く。
　本発明の１つ又は複数の実施例において、香灰を積み重ねた後に、香料を香灰の上に置
く。ここで、香料が電子チャコールから伝導してきた熱をよく受けさせるために、一般的
に、図３に示すように、香料を香灰上の電子チャコールの真上に対応する位置に置くこと
ができる。また、香灰を香料に付着することを避けるために、使用する際に、該香料をア
ルミ箔紙又は類似物等の隔離物に置いた後に、再び香灰の上に置くことができる。
【００４６】
　本発明の１つ又は複数の実施例の薫香方法を採用する際に、パイ状又は塊状又はその他
の任意の適切な形状の香料を使用することができ、パイ又は塊等の形状の香料から屑を切
り取り、薫香に用いられる。
【００４７】
　Ｓ１０４、前記電子チャコールを通電させ、前記電子チャコールを通電した後に高温熱
源を形成し、前記香料が熱を受けて揮発し、電子チャコールと香灰を組み合わせる火と間
隔を置いた薫香を実現する。
【００４８】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、香灰を積み重ねて、且つ香料を置いた後に、
対応するスイッチを起動することができ、電子チャコールと給電電源を連通させ、電子チ
ャコールを加熱し始め、電子チャコールを高温熱源に形成させ、香灰を加熱し、それによ
り香料を加熱する。該高温熱源による熱気流も香料を加熱することもできる。
【００４９】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、電子チャコールを通電して加熱し始めた後に
、電子チャコールは徐々に昇温して電子チャコールの周囲に熱気流を形成し、電子チャコ
ールの熱は積み重ねた香灰を通過して上へ伝送され、熱気流も上へ伝達し、熱を受けた香
灰と電子チャコールによる熱気流が同時に香料を加熱し、香料は温度の上昇に伴って香り
を発散始める。異なる温度に達する際に香料は異なる香りを発散することができ、すがす
がしい又は濃厚であり、使用者が真剣に感じる必要があり、且つ異なる使用者は異なる感
じを有し、異なる香りを感じる。
【００５０】
　本発明の各種の実施形態において、電子チャコールが直接に香料を加熱しないため、電
子チャコールと香料との間に香灰が存在し、電子チャコールによる高温が熱気流を形成し
て香灰を通り抜けて香料を加熱し、及び／又は熱を受けた香灰によって香料を加熱し、そ
れにより火と間隔を置いた薫香の目的を達成する。火と間隔を置いた薫香も電子チャコー
ルが直接に香料を加熱することによる問題を解消する。
【００５１】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、異なる香料が様々な良好な薫香効果を達成さ
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せるために、電子チャコールの温度は異なる香料及び異なるアプリケーションシーンに応
じて調整することができ、使用者の個人好みに応じて調整してもよく、香料の薫香が異な
る使用者の需求を満たすようにする。
【００５２】
　選択的に、本発明の１つ又は複数の実施例において、高温熱源、即ち電子チャコールの
温度は３５０℃～７１０℃で変化することができる。
【００５３】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、本発明者は研究には、本発明の１つ又は複数
の実施形態において、電子チャコールの温度を３５０℃程度及び３５０℃以上上昇すると
、良い香り発生効果を取得することができ、また、本発明の１つ又は複数の実施例におい
て、電子チャコールの温度を徐々に７１０℃程度に上昇してもよい。このため、本発明の
１つ又は複数の実施形態において、電子チャコールの温度を３５０～７１０℃で変化する
ように制御することができる。また、該７１０℃は絶対な制限条件ではなく、例えば、７
１５℃、７２０℃等に適切に調整することができることを発見する。
【００５４】
　本発明の１つ又は複数の実施形態において、一定の時間の薫香過程において、温度の制
御は連続的であってもよし、不連続的であってもよく、これは電子チャコールに印加する
電流への制御によって達成することができる。また、温度制御過程において、全体の温度
制御過程において温度をずっと変化するように制御してもよいし、全体の温度制御過程に
おいて温度が任意の１つ又は複数の階段で変わらないように制御してもよい。このため、
温度制御は曲線的に変化することができ、全体に連続的な曲線変化と階段的な曲線変化を
含む。
【００５５】
　選択的に、本発明の１つ又は複数の実施形態における方法は、前記電子チャコールの温
度を予め設定された温度制御方案に応じて変化するように制御するステップを更に含む。
【００５６】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、異なる香料が異なる温度で香り発生する速さ
又は効果はいずれも異なり、また、異なる使用者は香料が各温度で出した香りの感じと好
みも異なるため、異なる香料及び異なる使用者の好みと需要に応じて、異なる温度制御方
案を予め設定することができ、且つ電子チャコールの温度を予め設定された温度制御方案
にしたがって変化させ、それにより使用者に様々な薫香効果を感じさせる。
【００５７】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、予め設定された温度制御方案を予め設定され
た制御ユニットに予めコンパイルし、異なる温度制御方案は異なるアプリケーションシー
ンに対応することができ、電子チャコールを通電した後に、使用者の選択された異なるシ
ーンに基づき、該制御ユニットは対応する温度制御方案で電子チャコールの通電電流を制
御し、それにより電子チャコールの温度変化を制御する。該温度制御方案を設定するのは
、１つ又は複数の温度範囲及び１つ又は複数の温度値を詳細的に設定し、且つ異なる温度
範囲及び異なる温度値を保持する必要がある時間長さを設定し、温度の大きさは電流の大
きさによって制御することができ、異なる電流の大きさは異なる温度に対応して、１種の
電流数値の保持時間は１種の温度の保持時間に対応する。前述制御ユニットは制御チップ
又はその他の制御機器であってもよい。
【００５８】
　選択的に、本発明１つ又は複数の実施形態において、我々は生活又は働きなど多種のシ
ーンにおいていずれも薫香を使用することができ、前記温度制御方案は異なるアプリケー
ションシーンに応じて設定されることができ、前記アプリケーションシーンは、睡眠シー
ン、ホスピタリティーシーン、読書シーン及び特別なニーズシーンを含む。該特別なニー
ズシーンは座禅組みシーン、疾患治療シーン等であってもよい。異なるアプリケーション
シーンによる薫香時間の異なり、薫香範囲の異なり、薫香の需求の異なりに応じて、温度
制御方案を挑戦できる。例えば睡眠シーンは、遅い昇温を必要とし、長い時間で薫香効果
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を有することを確保し、睡眠期間に薫香すると、香りが淡くてもよく、睡眠を助けること
ができる香料を選択することができ、該香料に適切な温度などを選択することができ、こ
れらの因素を考えた後に温度制御方案を設定する。
【００５９】
　選択的に、前記香料は異なるアプリケーションシーンに応じて選択されたものである。
【００６０】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、異なるシーンにおいて所要の香料及び香り発
生効果が異なるため、異なるシーンに対して異なる香料を予め選択することができ、薫香
過程において該香料が対応するシーンに適用する香りを釈放する。例えば、睡眠シーンに
おいて、精神を安定することに適合する香料を選択でき、香りをゆっくりと釈放し、ホス
ピタリティーシーンにおいて、ホスピタリティー楽しみに適合する香料を選択することが
でき、香りを速く釈放させ、お客様に速く香料の香りを感じさせる。
【００６１】
　本発明の一実施例は薫香炉を提供し、図３に示すように、該薫香炉は、ハウジング１、
いずれもハウジング１内にある電子チャコール２及び給電装置３を備える。
【００６２】
　電子チャコール２と給電装置３とはいずれもハウジング１内にあり、ハウジング１は、
電子チャコール２と給電装置３を保護することに用いられる。
【００６３】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、薫香炉内の電子チャコール２と給電装置３を
保護するために、ハウジング１を設定し、電子チャコール２と給電装置３とはいずれもハ
ウジング１内にある。また、使用者が使用過程において熱傷又は感電を防止するために、
ハウジング１は耐高温絶縁材料を選択することができ、選択的に、該耐高温絶縁材料は耐
高温のセラミックスであってもよい。また、該ハウジング１の形状は異なる需要に応じて
任意の形状に設定することができ、ここで詳細的に制限しない。選択的に、ハウジング１
の形状は図４に示すように、円柱形、角柱形、或いは一定の曲線を有する柱形であっても
よく、或いはその他の適切な形状であってよい。本発明の実施例において、いずれも円柱
形ハウジングを例として説明する。
【００６４】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、薫香炉は棚４を更に備えてもよく、電子チャ
コール２と給電装置３を隔離して、且つ電子チャコール２を固定して、香灰５を置くこと
に用いられる。
【００６５】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、この薫香炉の使用には電子チャコール２と香
灰５を組み合わせる必要があるため、電子チャコール２を固定して、且つ香灰５を置くた
めに、棚４を設定する。使用する時に、香灰５を棚４に置き、且つ電子チャコール２を埋
める。なお、その他の実施例において、棚４を使用せず、直接に給電装置３の上表面に電
子チャコール２を固定して香灰５を置く装置とすることができる。
【００６６】
　選択的に、図３に示すように、棚４はハウジング１の内部空間を、棚の上方にある上部
空間１１及び棚の下方にある下部空間１２に分ける。
【００６７】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、香灰５と電子チャコール２を置きやすくする
ために、上部空間１１を溝状に設置することができ、棚４をベースとし、先端を開口する
。本発明の実施例において、該薫香炉はトップカバーを更に備えてもよく、該トップカバ
ーは該を先端カバーし、且つ該トップカバーに複数の香りを発散するための発散孔が設置
される。
【００６８】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、ハウジングはシャーシ１３を含むように設置
されてもよく、ハウジング１の下部空間１２内で部材を置くことを負担することができ、
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前記給電装置３を前記シャーシ１３の上方に位置させることができ、且つ前記棚４の下方
にあり、即ち給電装置３を下部空間１２内に設置する。このように設置すると、使用者の
感電の危険を防止することができる。
【００６９】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、選択的に、棚４とハウジング１とは一体化部
材であり、或いは、棚４とハウジング１とはそれぞれ独立した部材である。
【００７０】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、該棚４とハウジング１を一体に設置してもよ
く、即ち一体化設計を行い、棚４とハウジング１を同一の材料に設置してもよいし、棚４
とハウジング１を分割して設置してもよく、それぞれ２つの部分として、それぞれ２種の
材料に設置することができ又は同一の材料を使用する。なお、使用者の使用安全のために
、棚４は耐高温絶縁材料を選択する必要もある。
【００７１】
　電子チャコール２は電気加熱素子であり、電子チャコール２の周囲及び上方に予め積み
重ねた香灰５を加熱することに用いられ、香灰５の上の電子チャコール２に対応する位置
に香料６が置かれている。電子チャコール２は給電装置３に接続され、給電装置３は電子
チャコール２に電源を提供する。該電子チャコール２を通電した後に、高温熱源を形成す
ることができる。
【００７２】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、薫香炉は温度制御モジュールを更に備えても
よく、電子チャコール２の温度を制御するようにする。温度制御モジュールはそれぞれ電
子チャコール２と給電装置３に接続されることができ、該温度制御モジュールは、単独し
た給電モジュールを設置することもできる。該温度制御モジュールは、上記の薫香方法に
記載の温度制御方案で、電子チャコール２の温度を制御するように設定されてもよい。
【００７３】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、薫香炉は信号受信モジュールを更に備えても
よく、外部温度制御モジュールが送信した電子チャコール２の温度を制御するための信号
を受信するようにする。該外部温度制御モジュールは、薫香炉と無線通信の方式で信号伝
送を行うように設定され、遠隔制御を実現するようにする。該外部温度制御モジュールは
、上記の薫香方法に記載の温度制御方案で、電子チャコール２の温度を制御するように設
定されてもよい。
【００７４】
　電子チャコール２の温度変化範囲は、前述の薫香方法実施例における内容を含んでもよ
く、ここで説明しない。
【００７５】
　選択的に、電子チャコール２が上部空間１１内にあり、給電装置３が下部空間１２内に
あり、棚４に貫通孔が設置され、電子チャコール２と給電装置３の間の電気的接続を実現
することに用いられる。
【００７６】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、電子チャコール２は給電装置３によって電源
を提供する必要があるため、電子チャコール２と給電装置３との間に電気的接続を行う必
要がある。ここで、ハウジング１の棚４に１つ又は複数の貫通孔を設置し、電子チャコー
ル２と給電装置３との間の接続線は、該貫通孔を通り抜けて電子チャコール２と給電装置
３を接続し、或いは、電子チャコール２又は給電装置３のターミナルは、該貫通孔を通り
抜けて電子チャコール２と給電装置３の間の電気的接続を実現する。
【００７７】
　選択的に、前記シャーシ１３に１つ又は複数の開孔１３１が設置され、該開孔１３１は
異なる操作スイッチ及び給電装置と外部との異なるインターフェイスを設置することに用
いられ、操作スイッチとインターフェイスとは、いずれも給電装置に接続される。
【００７８】
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　選択的に、給電装置はバッテリー、充電電池、プラグ電源又はその他の使用できる電源
。
【００７９】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、給電装置を制御しやすくし、及び充電しやす
く、及び電源接続等の操作を行うために、ハウジング１の下部空間１２のシャーシ１３に
１つ又は複数の開孔１３１を設置し、該開孔１３１は異なる操作スイッチ及び給電装置と
外部との異なるインターフェイスを設置することに用いられる。なお、該開孔１３１の個
数と大きさは、操作スイッチ及びインターフェイスの個数及び大きさに応じて設定される
ことができ、ここで制限しない。また、該開孔は下部空間１２の側壁、又はその他の適切
な位置に設置されてもよい。
【００８０】
　選択的に、操作スイッチは、電源スイッチ及びモードスイッチを含むが、これらに制限
されなく、モードスイッチは、充電モードスイッチ、動作モードスイッチ及び動作シーン
選択スイッチを含むが、これらに制限されなく、
　インターフェイスは、充電インターフェイス及び主電源線の引き出し口を含むが、これ
らに制限されない。
【００８１】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、薫香炉は充電状態又は動作状態等の異なる状
態にあってもよく、且つ薫香炉が動作状態で異なる動作シーンにあることができるため、
薫香炉に充電モードスイッチ、動作モードスイッチを設置することができ、使用者は薫香
炉の異なる動作状態を選択するようにし、シーン選択がある薫香炉に異なる動作シーン選
択スイッチを設置してもよく、薫香炉が選択されたシーンに応じて、対応する温度制御方
案で電子チャコール２を加熱する。これらのスイッチはいずれも薫香炉の適切な位置に開
孔を設置することができ、対応するスイッチを取り付けて操作するようにする。
【００８２】
　また、薫香炉には対応する充電インターフェイスが設置されてもよい。薫香炉が外部電
源（例えば２２０Ｖ、１１０Ｖ電源）に直接に接続される際に、対応するインターフェイ
スも必要である。これらのインターフェイスは、薫香炉の適切な位置に開孔を設置するこ
とによって実現することができる。
【００８３】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、薫香炉に無線遠隔制御装置を更に設置するこ
ともでき、且つ対応するリモコンをセットし、薫香炉操作の遠隔制御を実現するようにす
る。無線遠隔制御装置はリモコンが送信した制御信号を受信して、前述の任意の１つのス
イッチを制御し及び／又は前述の温度制御モジュールを制御する。
【００８４】
　本発明の一実施例は電子チャコールを更に提供し、図６に示すように、該電子チャコー
ルは電気加熱素子であり、通電した後に高温熱源を形成する。
【００８５】
　本発明の一実施例の電子チャコールは、電熱線２１、前記電熱線２１を囲む耐高温及び
熱伝導の絶縁材料２２を備え、前記電熱線を通電した後に前記電子チャコールが高温熱源
に形成するようにする。
【００８６】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、電子チャコールの設計形状を制限しなく、任
意の実施でき、且つ熱拡散しやすい形状であってもよい。選択的に、電子チャコールの形
状は円柱形、円錐形、円管形、角柱形、角錐形、角管形、球形、類球形、楕円球形、又は
その他の適切な立体形状を含むことができる。図５に示すようないくつかの電子チャコー
ルの実施例の形状である。
【００８７】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、電子チャコールは通電加熱を実現する主要素
子が電熱線２１であり、選択的に、電熱線２１はニッケルクロム合金又は鉄クロムアルミ
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１は外部の給電装置に接続されるターミナル２３を予備する必要がある。該電子チャコー
ルの所要の給電電圧が低いため、１つ又は複数の実施例において、７Ｖを選択することが
できるため、該ターミナル２３における電圧が非常に小さく、人体を傷害することがない
。取り付ける際に、該ターミナル２３は外部に露出してもよいし、外部に露出しなくても
よく、例えば該ターミナルを絶縁断熱材料で包む。
【００８８】
　本発明の１つ又は複数の実施形態において、電子チャコールは電熱線２１を含み、電熱
線２１は耐高温及び熱伝導の絶縁の第１材料２２１より製造されたハウジング内に置かれ
、耐高温及び熱伝導の第２材料２２２は電熱線２１本体を該ハウジングにシールし、電熱
線２１のターミナルのみを留めてハウジングに延伸する。
【００８９】
　本発明の１つ又は複数の実施例において、前記第２材料２２２は前記電熱線の周囲に充
填されることができ、且つその一部又は全部が前記第１材料２２１によって包まれる。
【００９０】
　一実施形態において、第２材料２２２は電熱線２１に対して固定作用を果たすことがで
きる。
【００９１】
　本発明の１つ又は複数の実施形態において、材料２２は高温セラミックス又はその他の
適切な材料であってもよい。その他の実施形態において、第１材料２２１と第２材料２２
２とは、いずれも高温セラミックス又はその他の適切な材料であってもよい。第１材料２
２１及び第２材料２２２は同じタイプの材料、又は異なるタイプの材料であってもよい。
【００９２】
　本発明の実施例は以上のように実施形態を開示したが、前記の内容は本発明の実施例を
理解しやすくするために使用する実施形態だけであり、本発明の実施例を制限するための
ものではない。本発明の実施例が所属する分野における当業者の誰でも、本発明の実施例
が開示した精神及び範囲を逸脱しない限り、実施の形式及び細部には任意の修正及び変化
を行うことができるが、本発明の実施例の特許保護範囲は、依然として付いた特許請求の
範囲で指定された範囲を基準とする。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月14日(2017.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子チャコールを提供するステップ、
　前記電子チャコールの周囲及び上方に香灰を置くステップ、
　前記香灰の上に香料を置くステップ、及び
　前記電子チャコールを通電させ、前記電子チャコールを通電した後に高温熱源を形成し
、前記香料が熱を受けて揮発して、前記電子チャコールと前記香灰を組み合わせる火と間
隔を置いた薫香を実現するステップを含む薫香方法。
【請求項２】
　前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃で変化する請求項１に記載の薫香方法。
【請求項３】
　前記電子チャコールの温度が予め設定された温度制御方案に応じて変化されるように制
御するステップを更に含む請求項１又は２に記載の薫香方法。
【請求項４】
　前記温度制御方案は異なるアプリケーションシーンに応じて設定され、前記アプリケー
ションシーンは、睡眠シーン、ホスピタリティーシーン、読書シーン及び特別なニーズシ
ーンを含み、
又は、
　前記香料は異なるアプリケーションシーンに応じて選択されたものである請求項３に記
載の薫香方法。
【請求項５】
　前記香灰の積み重ね形状は、円柱形、円錐台状、角柱形又は角錐台状を含み、
又は、
　前記香料はパイ状又は塊状である請求項１～４のいずれか一項に記載の薫香方法。
【請求項６】
　薫香炉であって、ハウジング、電子チャコール及び給電装置を備え、前記電子チャコー
ル及び前記給電装置はいずれも前記ハウジング内にあり、
　前記給電装置は前記電子チャコールに電源を提供し、
　前記電子チャコールは通電された後に高温熱源を形成して、前記電子チャコールの周囲
及び上方に予め置かれた香灰を加熱して、前記香灰における香料に熱を受けて揮発させ、
前記電子チャコールと前記香灰を組み合わせる火と間隔を置いた薫香を実現する薫香炉。
【請求項７】
　前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃で変化し、
又は、
　前記電子チャコールの形状は、円柱形、円錐形、円管形、角柱形、角錐形又は角管形を
含む請求項６に記載の薫香炉。
【請求項８】
　前記薫香炉は棚を更に備え、
　前記棚は前記ハウジングの内部空間を、前記棚の上方にある上部空間と前記棚の下方に
ある下部空間に分け、
　前記電子チャコールは前記上部空間内にあり、
　前記給電装置は前記下部空間内にある請求項６に記載の薫香炉。
【請求項９】
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　前記棚と前記ハウジングとは一体化部材であり、
　或いは、前記棚と前記ハウジングとはそれぞれ独立した部材であり、
又は、
　前記棚と前記ハウジングとは耐高温絶縁材料であり、
又は、
　前記棚に前記電子チャコールと前記給電装置との電気的接続を実現するための貫通孔が
設置される請求項８に記載の薫香炉。
【請求項１０】
　前記ハウジングはシャーシを含み、前記給電装置は前記シャーシの上方にあり、
又は、
　前記シャーシにそれぞれ操作スイッチ及び前記給電装置と外部とのインターフェイスを
設置するための１つ又は複数の開孔が設置され、前記操作スイッチ及び前記インターフェ
イスはいずれも前記給電装置に接続され、
又は、
　前記操作スイッチは電源スイッチ及びモードスイッチを含み、
　前記インターフェイスは、充電インターフェイス及び主電源線引出口を含み、
又は、
　前記モードスイッチは充電モードスイッチ、動作モードスイッチ及び動作シーン選択ス
イッチを含む請求項６～９のいずれか一項に記載の薫香炉。
【請求項１１】
　薫香に用いられる電子チャコールであって、
　電熱線、及び
　前記電熱線を囲んで、前記電熱線を通電した後に前記電子チャコールを高温熱源に形成
させる耐高温及び熱伝導の絶縁材料を含む薫香に用いられる電子チャコール。
【請求項１２】
　前記電熱線を囲む耐高温及び熱伝導の絶縁材料は第１材料であり、前記電子チャコール
は第２材料を更に含み、前記第２材料が前記電熱線の周囲に充填され、前記第２材料は耐
高温材料及び熱伝導材料であり、
又は、
　前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃で変化し、
又は、
　前記電熱線は外部給電装置に接続されるターミナルを有する請求項１１に記載の電子チ
ャコール。
【請求項１３】
　前記第１材料及び前記第２材料はいずれも高温セラミックスである請求項１２に記載の
電子チャコール。
【請求項１４】
　前記電熱線はニッケルクロム合金又は鉄クロムアルミニウム合金である請求項１１又は
１２に記載の電子チャコール。
【請求項１５】
　請求項１１～１４のいずれか一項に記載の電子チャコールの用途であって、前記電子チ
ャコールを通電した後に前記高温熱源を形成して、前記電子チャコールの周囲及び上方に
予め置かれた香灰を加熱し、前記香灰の上の香料が熱を受けて揮発し、前記電子チャコー
ルと前記香灰を組み合わせる火と間隔を置いた薫香を実現する電子チャコールの用途。　

                                                                                
【手続補正書】
【提出日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子チャコールを提供するステップ、
　前記電子チャコールの周囲及び上方に香灰を置くステップ、
　前記香灰の上に香料を置くステップ、及び
　前記電子チャコールを通電させ、前記電子チャコールを通電した後に高温熱源を形成し
、前記香料が熱を受けて揮発して、前記電子チャコールと前記香灰を組み合わせる火と間
隔を置いた薫香を実現するステップを含む薫香方法。
【請求項２】
　前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃で変化する請求項１に記載の薫香方法。
【請求項３】
　前記電子チャコールの温度が予め設定された温度制御方法に応じて変化されるように制
御するステップを更に含む請求項１に記載の薫香方法。
【請求項４】
　前記電子チャコールの温度が予め設定された温度制御方法に応じて変化されるように制
御するステップを更に含む請求項２に記載の薫香方法。
【請求項５】
　前記温度制御方法は異なるアプリケーションシーンに応じて設定され、当該アプリケー
ションシーンは、睡眠シーン、ホスピタリティーシーン、読書シーン及び特別なニーズシ
ーンを含む請求項３に記載の薫香方法。
【請求項６】
　前記温度制御方法は異なるアプリケーションシーンに応じて設定され、前記アプリケー
ションシーンは、睡眠シーン、ホスピタリティーシーン、読書シーン及び特別なニーズシ
ーンを含む請求項４に記載の薫香方法。
【請求項７】
　前記香料は異なるアプリケーションシーンに応じて選択されたものである請求項５に記
載の薫香方法。
【請求項８】
　前記香灰の積み重ね形状は、円柱形、円錐台状、角柱形又は角錐台状のいずれか１つで
ある請求項１～７のいずれか一項に記載の薫香方法。
【請求項９】
　前記香料はパイ状又は塊状である請求項１～７のいずれか一項に記載の薫香方法。
【請求項１０】
　薫香炉であって、ハウジング、電子チャコール及び給電装置を備え、前記電子チャコー
ル及び前記給電装置はいずれも前記ハウジング内にあり、
　前記給電装置は前記電子チャコールに電源を提供し、
　前記電子チャコールは通電された後に高温熱源を形成して、前記電子チャコールの周囲
及び上方に予め置かれた香灰を加熱して、前記香灰における香料に熱を受けて揮発させ、
前記電子チャコールと前記香灰を組み合わせる火と間隔を置いた薫香を実現する薫香炉。
【請求項１１】
　前記高温熱源の温度は３５０℃～７１０℃で変化する請求項１０に記載の薫香炉。
【請求項１２】
　前記電子チャコールの形状は、円柱形、円錐形、円管形、角柱形、角錐形又は角管形の
いずれか１つである請求項１０に記載の薫香炉。
【請求項１３】
　前記薫香炉は棚を更に備え、
　前記棚は、前記ハウジングの内部空間を、前記棚の上方にある上部空間と前記棚の下方
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にある下部空間に分け、
　前記電子チャコールは、前記上部空間内にあり、
　前記給電装置は、前記下部空間内にある請求項１０に記載の薫香炉。
【請求項１４】
　前記棚と前記ハウジングとは一体化部材であり、又は、前記棚と前記ハウジングとはそ
れぞれ独立した部材である請求項１３に記載の薫香炉。
【請求項１５】
　前記棚と前記ハウジングとは、耐高温絶縁材料である請求項１３に記載の薫香炉。
【請求項１６】
　前記棚に前記電子チャコールと前記給電装置との電気的接続を実現するための貫通孔が
設置される請求項１３に記載の薫香炉。
【請求項１７】
　前記ハウジングは、シャーシを含み、前記給電装置は、前記シャーシの上方にある請求
項１０～１６のいずれか一項に記載の薫香炉。
【請求項１８】
　前記シャーシにそれぞれ操作スイッチ及び前記給電装置と外部とのインターフェイスを
設置するための１つ又は複数の開孔が設置され、前記操作スイッチ及び前記インターフェ
イスはいずれも前記給電装置に接続される請求項１７に記載の薫香炉。
【請求項１９】
　前記操作スイッチは、電源スイッチ及びモードスイッチを含み、
　前記インターフェイスは、充電インターフェイス及び主電源線の引き出し口を含む請求
項１８に記載の薫香炉。
【請求項２０】
　前記モードスイッチは、充電モードスイッチ、動作モードスイッチ及び動作シーン選択
スイッチを含む請求項１９に記載の薫香炉。
【請求項２１】
　薫香に用いられる電子チャコールであって、
　電熱線、及び
　前記電熱線を囲んで、前記電熱線を通電した後に前記電子チャコールを高温熱源に形成
させる耐高温及び熱伝導の絶縁材料、を含む薫香に用いられる電子チャコール。
【請求項２２】
　前記電熱線を囲む耐高温及び熱伝導の絶縁材料は第１材料であり、前記電子チャコール
は第２材料を更に含み、前記第２材料が前記電熱線の周囲に充填され、前記第２材料は耐
高温材料及び熱伝導材料である請求項２１に記載の電子チャコール。
【請求項２３】
　前記高温熱源の温度は、３５０℃～７１０℃で変化する請求項２１に記載の電子チャコ
ール。
【請求項２４】
　前記第１材料及び前記第２材料は、いずれも高温セラミックスである請求項２２に記載
の電子チャコール。
【請求項２５】
　前記電熱線は、外部給電装置に接続されるターミナルを有する請求項２１に記載の電子
チャコール。
【請求項２６】
　前記電熱線は、ニッケルクロム合金又は鉄クロムアルミニウム合金である請求項２１～
２５のいずれか一項に記載の電子チャコール。
【請求項２７】
　請求項２１～２６のいずれか一項に記載の電子チャコールの使用方法であって、前記電
子チャコールを通電した後に前記高温熱源を形成して、前記電子チャコールの周囲及び上
方に予め置かれた香灰を加熱し、前記香灰の上の香料が熱を受けて揮発し、前記電子チャ
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コールと前記香灰を組み合わせる火と間隔を置いた薫香を実現する電子チャコールの使用
方法。
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